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１．研究計画の概要 
  中世になると、全国各地に信仰遺跡が急増

する。中世前半に各地で簇出する信仰遺跡に

は、形成のあり方に一定のパターンがあると

考えられる。経塚や石塔を、周辺遺跡と絡め

ながら調査することにより、そのモデルを描

きたい。また、その後の遺跡の展開は、形成

要因と大いに関わると考えるため、継続的に

展開する良好な遺跡を抽出し、集中的に調査

をおこなうこととする。さらに、廃絶した信

仰空間については、その消失原因も追究し、

聖地の存在意義を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
  経塚や中世前半に造られた石塔を中心に、

新たに造り出された聖地とその周辺遺跡の総

合的に調査を目指した。全国的にはそういっ

た遺跡はまだまだ多く存在すると思われるが、

本研究のみでそれらを網羅することは不可能

なため、調査地を平泉周辺、伊豆半島、 
房総半島、国東半島などに絞って実施してき

た。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している 
（理由） 
  当初予定ではそれぞれの調査地での総合的

な研究を目指したが、本研究ではテーマが大

きすぎた。そのため方針を転換して、聖地を

形成するなかで重要な要素となる経塚や石塔

を造営する生産の視点を取り入れることとし

た。聖地の形成だけでなく、展開を支えるシ

ステムにも大きな影響を与えていることが分

かってきたからである。 
 
４．今後の研究の推進方策 

  研究方針が少しずつ変わってくる中で、生

産遺跡あるいは生産技術の研究に比重が傾い

てきた。特に各地で進みつつある石丁場遺跡

の研究あるいは中世の複合生産遺跡の発見は

見逃せない。そこで、中世の生産関連にテー

マを再設定して、本研究を発展的に継承して

いくこととする。 
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